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吉田小学校は，４つの名人を目指しています！
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発行者 吉田小学校運営協議会

２０１５．１２．７（月）

１１月１０日（火）に，第３回の学校運営協議会を行いま

した。今回のメインは「熟議」。「地域に貢献できる学校

になるためには」というテーマで，話し合いを行いました。
学校は，日頃から地域の皆さんにお世話になる機会が多いのです

が，学校と地域は「ＷＩＮＷＩＮ」の関係になければう
まくいかないと言われています。「ＷＩＮＷＩＮ」とは，「自分と

相手の双方が利を得る」ことです。つまり，双方が協力しながらどちらもうまくいくという意味

になります。学校が地域に貢献するためには，どういうことを行えばよいのか…。学校運営協議

会の委員さんからは，様々な意見が出されました。その中のいくつかを以下にご紹介いたします。

（裏面に続きます）

老人クラブとの交流を

増やしてほしいです。

地域の人の顔を覚えてもらう

ために，夏休みのラジオ体操

を，どの地区もやったらどう

でしょうか。中学生がしている地域行事

へのボランティアを，小学

生もやってみてはどうでし

ょうか。

歴史探訪を行って，もっと吉

田のことを知ってもらうのも

いいですね。

「吉田オルレコース」を

作って，小中学生が遠足

でそこを通るというのは

どうでしょう。保護者や

地域の方にとってもいい

ですね。

学校に，地域の方が集まる

場を設けるのはどうでしょ

う。学校への敷居が低くな

りますし，子どもたちとの

交流もしやすくなるのでは

ないでしょうか。

各地区の浮立を，学校で披露

する機会をつくってはどうで

しょうか。

各学校で練習した合奏や歌な

どを，地域の施設などで発表

すると，皆さんから喜ばれる

かもしれませんね。



委員の皆さんからは，提案や意見だけではなく，課題も出されました

学校と地域を結んでくださる 地域の行事などに児童・生徒が

コーディネーター役（連絡調整の 参画できる仕組みを整えること

方）が必要ではないか。 が大切ではないか。

老人会など，吉田の様々な団体と いろいろな活動を行うのはよいが，

学校との年間行事のすり合わせが お互いの負担にならないよう，ま

できる会合ができないか。 た，活動後の評価をしてほしい。

今回出された様々な提案については，課題となっていることを考慮しながら取捨選択，あるい

は改良していき，実現できるようにしていきたいと話し合いました。

今年度も吉田地区地域コミュニティ青少年育成部会による主催（吉田小・中学校ＰＴＡ 学校

運営協議会・活き生き吉田会共催）で，１１月１５日（日）に第９回子ども夢会議が開催されま

した。保護者，そして地域の皆様にたくさんご参加，そしてご協力いただき，本当にありがとう

ございました。

第１部 教育講演会・佐賀にわか 第２部 意見交流会

吉田を笑いと方言でつなぐ…今年度の夢会議は，笑いでいっぱいになりました。児童・生徒・

保護者の方・地域の方・学校職員が笑いでつながり，温かで幸せな雰囲気になりました。意見交

流会では，テーマを「吉田や佐賀の方言」として，小学５年生から中学３年生までが，自分の調

べてきた方言を紹介したり，方言の良さなどを発表したりしました。そこから派生して，方言に

関する様々な話題で意見交流が行われ，方言やふるさとの良さを改めて味わっていたようでした。

学校へのご意見・ご質問など 下部を切り取り，子どもさんや

学校協議会の委員さんにお話さ 近所のお子さんに持たせていただ

れてみませんか？ いても構いません。

きりとり きりとり

ご意見・ご質問・ご感想などどうぞ…。


